で統一すること。
※ホームページ掲載文及び掲示用ポスター記載例　　　　　

「（研究課題名）」へご協力のお願い
※青字の部分を適宜研究計画にあわせて変更すること。句読点は｢，(ｶﾝﾏ)｣と「。(ﾏﾙ)」を使用すること。
※研究課題名は申請書の課題名と一致させること。患者に難解と思われる場合は，わかりやすい題名にしてもよいが，副題には研究課題名を併記すること。
－平成○年○月○日～平成○年○月○日までに当科において○○の治療を受けられた方へ－
※○○の治療のところは研究内容に応じて，患者が自分のことであることを理解できる表現で記載すること。
例：○○の手術，○○と○○による抗がん剤治療，など
研究機関名　岡山大学○○　

責任研究者　岡山大学○○　○○科　教授　　○○○○
分担研究者　岡山大学○○　○○科　准教授　○○○○

　　　　　　　　岡山大学○○　○○科　講師　　○○○○

　　　　　　　　岡山大学○○　○○科　助教　　○○○○

※申請書のP1に記載した正確な所属で記載すること。研究科の臨床系の分野の場合は標榜診療科名でも可。
　
１．研究の意義と目的等
　1)研究の意義
※申請書の当該部分に記載した内容を，患者にわかりやすい表現で記載すること。専門用語の使用は極力さけること。以下のサイト（国立国語研究所：「病院の言葉」を分かりやすくする提案）を参考にすること。

説明書の理解度の目安：中学校卒業（義務教育終了者）程度

http://www.kokken.go.jp/byoin/tyosa/kizyutu/situmon/ichiran/
　2)研究の目的

※同上
　3)被験者が被る利益・不利益等
※個人情報保護
２．研究の方法

1） 研究対象：
岡山大学病院の○○科で診療を行っている○○病の患者さま
2） 研究期間：
平成○年○月○日から平成○年○月○日まで
　又は

平成２５年○月倫理委員会承認後から平成○年○月○日
  ※今回の研究期間を記載すること。（調査対象期間を記入しないこと。）
3） 研究方法：
平成○年○月○日から平成○年○月○日までの間に当院において○○と診断され治療を受けられた患者さまで，研究者が診療情報をもとに○○のデータを選び，○○に関するコンピュータ分析を行い○○の出現する仕組みを調べます。

4） 調査票等：
研究資料にはカルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが，あなたの個人情報は削除し匿名化し，個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を払います。

・ 年齢，性別，家族歴，既往歴
・ 診察所見，○○の状態，治療内容，○○や○○などの検査データ
5） 情報の保護：
調査情報は岡山大学○○内で厳重に取り扱います。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピュータに保存し，その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。

調査結果は個人を特定できない形で関連の学会および論文にて発表する予定です。

※学会発表や論文発表を行う場合は上記の一文を必ず付け加えて下さい。
この研究にご質問等がありましたら下記までお問い合わせ下さい。御自身や御家族の情報が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には研究対象としませんので，平成○年○月○日までの間に下記の連絡先までお申出ください。この場合も診療など病院サービスにおいて患者の皆様に不利益が生じることはありません。

※代諾者を置かない場合は「やご家族」の文字を削除して下さい。
　　＜問い合わせ・連絡先＞
　　　岡山大学○○　○○科
　　　職名：○○　　　　氏名：○○○○
　　　電話：086-235-○○○○　ファックス：086-235-○○○○
-1-
　　　　　　　　　　　　　　　※句読点は「,(ｶﾝﾏ)」と「。(ﾏﾙ)」

